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　　　　　　　　　　　　　　朝河貫一
「日本の社会経済史上における宗教の位置」
　　　（r社会経済史年報」1931年，パリ）をめぐって
原　　輝　　史
　ここに訳出する資料は，比較中世史家，工一ル大学教授朝河貫一が，1931年
にM・ブロックの主宰する『社会経済史年報』（Amales　d’Histoire　Ec㎝omique
et　Socia1e，Paris）誌上に発表した田本の社会経済史上における宗教の位置」
（La　place　de　la　religi㎝dans　rhistoireξconomique　et　socia1e　du　Jap㎝）と題す
る仏語論文であるω。本稿で朝河は，比較史的視点を設定しつつ，当時の日本
経済史研究の水準をヨーロッパの歴史学界へと紹介するため綴密な叙述を展開
している。
　1990年に刊行された『朝河貫一書簡集』において，朝河のM・ブロック宛書
簡を翻訳した筆者は｛2〕，その後『社会経済史年報』誌上の朝河関係論文につい
て拙稿を発表する機会を得た③。ここに和訳発表する朝河の論文は，筆者の朝
河貫一研究の一部をなすものであるが｛4〕，本論文が朝河研究を推進している
人々にとっても有益なものとなるならば，それは筆者にとって望外の喜びであ
る。
注｛1〕　K・Asakawa，La　plac皇d杷1a　rel」釦on　dms　l1hist01re色co皿o血ique　et　soci且1e　du　Japo皿，λ捌榊三ω
　d㌶偲痂陀Eα㎜醐旭商閉甜∫むc｛画如、to皿丘V，pp．125－140．1933
12〕朝河貫一書簡編集委員会編潮河賃一書簡割（早稲田大学出版部，ユ990隼）。なお，拙訳M・
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　プロソク宛手紙は，書簡番号ユ46（365－366頁），159（397－399頁），168（4ユ5－419頁）および192
　（475－477頁〕として収録されている宙また朝河の評伝としては，阿部善雄r最後の日本人一
　朝河貫一の生…圓…一』（岩波書店，1983）参照。
13〕拙稿「二人の比較史家一朝河貫一とM・ブロックの附会経済史年報1誌上論文一」朝河
　貫一研究会綴隅河貫一の世界一不滅の歴史家・偉大なるパイオニアー』（早稲田大学出版部，
　1993〕所収。
（4〕なお，拙稿「国際知識人の先駆一朝家貫一博士の書簡コレクションー」（r書斎の窓」第
　333号　有斐閣，19劉）をも参照。
朝河貫一「日本の杜会経済史上における宗教の位置I）」
　過去数年問日本において，自国史を経済的，社会的側面から研究しようとす
る努力が積み重ねられてきたことは喜ばしいことである。間違いなくこれらの
研究の多くは，その研究を古文書の分析に限定することにより，社会を変革す
る根本的な力（les　forces　productives）の検討を無視してきた。もとより古文
書のテキスト・クリテイークは，しばしば不完全な成果しかもたらさないので
ある。勿論そうはいっても，これらの研究自体価値のあるものである。そして
またより鋭い分析の痕跡をそれらのなかにみいだすこともできる。本稿におい
ては，特に宗教と経済および社会構造との関係を分析した研究をとりあげるこ
ととしよう。大部分の研究は仏教に関するものとなる。というのは仏教は，神
道やその他の宗教よりも，日本の社会的発展，精神的かつ文化的進化に決定的
な影響を及ぼしたからである。
　この点については，仏教，神道の初期の歴史を簡単に述べておきたい。日本
では神道は，土着の信仰である。それは，部族的，在地的性格の極めて単純な
信仰として成立してきた。神道のなかには，転換期世界に生きる人々の荒廃し
た気持ちのなかに，精神の平和にむけての深い思想を育むような要素はあまり
みられない。逆にこのような必要性は，仏教によって刺激されかつ満足させら
れてきた。仏教は9世紀申頃以降，インドから中国および朝鮮をへて日本に導
入された。仏教は単なる信仰としてのみ出現したのではなく，大陸ですでに発
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展していた豊かな仏教文化と一体となって到来したのであ乱宗教としての仏
教，芸術としての仏教が，最初に貴族層をとらえた。そして貴族の寛大な庇護
のもと，少しづつ影響力を強め，もっとも遠隔の地にまで到達したのである。
そしてこれらの地域でもたえず寺院の数が増加している。この仏教集団は，驚
くべき程にその物質的富を増加させ，同時に人々の精神にも影響を与えた。だ
が他方で神遭も生き延び，大変寛容だった仏教の諸施設が与えたところの保護
によって守られてきたようにも思われる。そしてまた新来の宗教である仏教が
土着の信仰に与えた影響力そのものによっても保護されてきたと考えられる。
＊　　　　　＊　　　　　＊
　11世紀のもっとも驚くべき現象のひとつは京都や奈良の仏教大寺院が武装し
た集団を組織し，彼ら相互の内紛をおさめたり，封建領主権力や皇室権力へと
自己の意思を押し通そうとしたことである。更にいっそう驚くべきことは，こ
れらの集団は僧侶がそのメンバーであり，武器をもち戦いに参加したことであ
る。彼らは僧兵と呼ばれた。これは京都や奈良のような日本の中央部の僧院だ
けの現象ではなかった。より小さなより遠隔地の多くの仏教寺院のみならず，
神遺の集団も，11世紀および封建時代全体を通じて，多かれ少なかれ実質的な
軍事力を所有していたのである。その集団はしばしば数千人にも達して，朝廷
や人々をおそれさせていた。これらの平和と慈悲の奉仕者たちが，如何にして
自己の職業のもっとも基本的な原則を侵犯するにいたったのであろうか。
　辻善之助は，その著『日本梯教史之研究』｛2〕のなかの「僧兵の起源」と題す
る章においてこの現象の三つの要素をあげてい糺（1）7世紀および8世紀の初
頭の朝廷の大改革（大化改新）は貴族制度の進展を阻止するのには無力なもの
であった。京都では新たな貴族制度が発展した。貴族のメンバーたちは，少し
づつ大寺院の最高権力者に支配権を及ぼそうとした。そこで，これらの寺院内
部で，党派が形成され武器を頼りに権力と戦おうとしたのである。／2〕改革主義
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者たちにより組織されていた，地方行政制度は，同様に退化したが，同時に私
的領土（domaine　privξe），荘が形成されしばしば地方小貴族の隠れ家となった。
また逃亡者や犯罪人も同様に荘を隠れ家としたが，彼らの数は問題がおこるた
びに増加した。混乱した社会状況が人々をして自衛と攻撃のため武器を取らせ，
家臣や信者の関係者などがそれぞれ集団を組織した。主要な荘の所有者である
僧院は，この新しいタイプの戦士たちを，個人的保護関係によって，または彼
らを僧院のために雇い入れることによって，結集することに成功した。（3）改革
の緒果成且した厳密な僧侶任命の制度は弱体化し，序々に私的な僧侶任命制度
にとつて代られた。かくして，多くの土着の奉公人が一彼らの多くは野心家
で騒乱好きの人々だが　　宗教活動に参加した。このように，「僧兵」の出現
は，改革の諸制度が衰退した結果生み出された不可逆的な傾向の一側面を示す
にすぎない。もしかりに，僧院がこの傾向に同和しないとしたならば，彼らは
不可避的に沈滞し，仏教もまたその運命をともにしたであろう。辻善之助は，
この現象の疑いもなく重要な要因のいくつかを列挙した。大屋徳城は，これに
第二義的であるもう一つの要因を付加した｛3〕。即ち，一種の宗教的な畏敬にか
られた朝廷は，僧兵の要求にしばしば譲歩することにより，彼らの存在をか
えって奨励する結栗をもたらしたのである。
　その後，圭室諦成はこの現象の史実それ自体の年代の確定がまだ実現されて
いないと主張した14〕。良源（元三大師）が970年に比叡山の信徒たちに送った
訓戒状の存在が，何人かの研究者により僧兵の成立時点の説明であるとされて
いるがこれは問違いである。たしかに，信徒集団のなかに，全く例外的に武装
した悪質な従者がいたが，彼らはまだ組織化されたものではなかった。朝廷の
貴族の日誌である，玉葉（九条兼実）は，他方で1173年に，同一の寺院が4，000
－5，000人の武装した僧兵をもち（多分この数は誇張されているが），彼らは良
く組織され指揮命令系統をもっており，一度命令が下されるや規律をもっ集団
として即座に集合することが可能であったと述べている。従ってこの2世紀の
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問に，特に11世紀後半以降，僧兵制度はより整備されたことになる。京都や奈
良の七つの寺院で，圭室諦成により発見された古文書によると，1039年から
1177年の間に25の僧兵の峰起がみられた。そのうち24は1074年から1177年の間
のことであった。武装した僧兵は，建造物を破壊したり，それに放火した。そ
して彼ら自身の所属する宗派の最高指導者に対抗したり，また朝廷に対して，
その地方の長官の罷免を要求したりした。
　前述の貴族の日記のなかには，比叡山の一大僧兵集団が馬に乗って結集し，
同一の行動をとったことが記されている。このことから二つの機能が同時に作
用していたことがわかる。僧兵は，軍としての機能と助言者（請願者）として
の機能をもっていた。たしかに，助言者としての機能は常に存在した。だがそ
の純粋な機能が停止したのは，僧兵の軍隊としての機能が生れた頃であった。
従って助言者としての機能は，信徒全体を含み，全ての重要な決定に対して圧
倒的影響力を備えた民主的な集会のそれのように恩われる。それに続く時代の
封建集団でさえ，このような助言機能をもつことはなかった。この機能は集団
全体に関係し，各メンバーに与えられた参加権にもとづき人々を結集させるこ
とからなりたっていた。寺院においては，何人かの人々によってとられる共同
行動は，全体としてその集団内部の暴力的な反対を引きおこすおそれはなかっ
むだがこれらの助言機能は，寺院内部のより少数メンバーによる管理のため
の委員会には対立することもあった。しばしば，助言者たちは，信徒全体の代
表のように朝廷と脅迫口調で交渉し，必要に応じては武力に頼った。
＊　　　　＊　　　　＊
　以上のような軍と助言の2機能に加えて，12世紀以降日本社会に深刻なひと
つの影響が現われ始める。仏教の新宗派一浄土，真，日蓮，禅一が以後数
世紀にわたり武士や民衆の精神生活を支配し続ける。外見的にはこの現象と前
述の二機能との関係はみられない。だが圭室諦成は，深い洞察力によりその背
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後に隠された共通の原因を指摘した。それは，地域社会において，もっとも古
くからあり，もっとも多数派を構成する階級の朝廷貴族一彼らは近年になり
寺院に影響力を及ぼしやがては主要ポストを独占する勢いをもっていたが
それら貴族の支配を排除しようとすることであった。そして寺院の助言権が突
然重要視され，僧兵たちは寺院の旧来の権限に対して武装して対抗し，もっと
も優秀な宗教関係者を寺院から追放して，日本各地の農民や武士などの仲問に
彼らが参加するのを許した。これらの宗教関係者たちのあるものは，予め計画
していたのではないが，この状況に直面して，民衆により判りやすい新しい宗
派の伝遺を行なうのが適切だと考えた。というのは，古来からの仏教は儀式的
形態をおびていたからである。最終的には，この対応は失敗し，寺院内部では，
権威ある貴族権力に直面して，僧侶たちは不満にかられその教団を破壊して，
自己の活動により適した場所を外部にみつけだした。軍と助言の両機能はかく
して，仏教宗派の集団が時代の困難から自己を守り，彼らの意思を外部に課し
ていく手段であった。以上が圭室諦成の結論である。圭室諦成のこの研究につ
いては，史料の補充を行ない文章表現の推敲が必要とされよう。
＊　　　　　＊　　　　　＊
　絶賛に価するすぐれた総合研究『中世における社寺と社会との関係』｛5〕にお
いて平泉澄は，全体としての「神道と仏教の諸制度と中世社会との関係」を分
析した。日本の申世を1156年から1573年と規定して，平泉はその初期に，封建
領主階級の政治支配を確認する。平泉によると封建制とは独裁的君主，将軍の
もとに結合した権力をさす。封建制はすでにそれ以前に日本に導入されていた
中国文化の勝利にも通ずる。それはまた白己の優越性を示すため独裁君主に
よって用いられた孔子の社会学の支配力を完成させるものでもある。そして数
世紀に亘り，仏教の諸機構が日本社会への影響といういみでその最高点に達し，
その後突然世俗的正義への従属を経験した。
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　平泉澄は，まず宗教のもつ物質的重要性を計測しようとする。教団の数は必
ずしも史料的に明確ではないが，平泉によると日本全体で神道の教団がおよそ
1，000を数え，仏教のそれはおよそ10万であった。聖職者の数については，平
泉は推計を控えている。彼はただ良く知られた表現を引用し，男女両者の多く
の世俗人が，剃髪を受け入れる習憤が世紀を通じて存続したことに言及するの
にとどめている。また宗教関係者により所有されていた大所領の大きさを測定
するのが困難だと判定して，古文書の助けにより，その所領の大きさがいかに
膨大であったかを示すことで満足した。
　かなり不正確なタイトル「社会組織」と題した章で，平泉は多くの外国の研
究者たち一そのなかには，フユステル・ド・クーランジュ（Fustelde
Coulanges）が特に含まれるが一の論じた免罪権（droit　d’asi1e）に関する研究
を検討する。この免罪権とは他の地域と同様にヨーロッパで発達し，そこでは
中央世俗権力は，その司法権を徹底的には行使できなかったことが明らかにさ
れている。このような研究成果は、その新鮮さで日本の歴史家に刺激を与えた。
平泉はまた同時に日本にも同様の憤習があったことを示している。彼の提示し
た同様の事例，対馬の平泉白身の研究による成果は，特に興味を引く事例であ
る。この研究がいつの日か，ヨーロッパの言語で紹介されることが望まれる。
　その後，宗教団体により発揮された経済や生産に対する影響力が明らかにさ
れた，長大なそして実質的な研究がみられる。寺院はとくに貴重財産を通常寄
託品として受け入れてきた。戦乱の問，信用状，宝くじ，相互保険証書，為替
手形，一言でいえば貨幣流通の手段が多様な形態のまま宗教団体の直接行動の
もとで，又は少なくともそのメンバーによって発展させられた。よりいっそう
顕著なことは，寺院組織を通じての商業活動の進展である。これはヨーロッパ
と全く酷似した現象であった。宗教上の建物境内での定期市や市場が益々木き
くなり，またこの市は宗教的緑日との関係でさらに発展する。地方領主たちは，
三れらの市を奨励レ，保護しさえする。その周囲には多かれ少なかれ大規模に
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繁栄した都市が発展し封建城郭からの隠れ家のごとき様相を呈する｛6〕。僧侶た
ちもしばしば食料晶や飲料を販売用または自己消費用に生産し，商品の販売に
従事したり，そのため遠隔地へと商用旅行を企てた。日本では座の名前で知ら
れているギルドについてみるならば，平泉はこの座の発生についての新学説に
支持を与えている。即ち，座自身もその保護を求めて一定の税金をおさめてい
た寺院の影響下で成長してきたとするのである。これらの研究成果によると，
宗教的諸制度，そのなかには通行税や関税のごとき制度の創設も含まれるが，
それらは商業にとっての残酷な苦痛であり，しばしば民衆から激しい抵抗を引
きおこした。だが他方では，橋や道路などが信心深い僧侶により建設されたり，
修復さ札たりした。さらには，この時期の末期には巡礼が極めて一般化したの
で，何度も戦乱がくりかえされたのにもかかわらず，旅行が慣習化し，旅館業
が栄え，信用手段が発展することとなった。この点もっとも驚くべきことは，
御師と旦那と先達の3者の協力により特徴づけられるひとつの制度が成立した
ことである。御師とは神適の儀式の執行者であり，旦那とは，全国の世俗的ス
ポンサーを指し，先達とは前者の職業的な仲介者であった。御師は地域ごとの
集団と親族的なそれとに分類される。また日本全国にわたって，旦那によって
発揮される排他的保護権が広まらた。この旦那は寺院に対して定期的に貢物を
ささげ，それらの寺院を規則的に巡礼した。先達は巡礼者に対するガイド役と
して，税金の徴収者として，そして寺社の祝福の分配者として大きな報酬を引
ぎだしていた。以上のシステムが民衆文化の伝播と相互関係の維持に大きな貢
献をした｛7：。
　平泉はその著書第5章で，仏教寺院がこの考察期問を通じて世俗教育を独占
していたことをより明確に示している。僧侶によって編纂された28冊の教科書
が残されている。そのうち最古のものは朝廷貴族の子弟のたあのものであり，
もっとも新しいものは若き武士たちのためのものである。ヨーロッパでは封建
家臣の子弟たちはその主君の家庭内で養育された。これに対して日本では，彼
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らは寺院で若い時期を過ごしそこで自由な教育（ξducati㎝libξrale）を受けた
のである。キリスト教の教会は，騎士に対して洗礼をほどこしたが，日本の仏
教施設は若い武士をまだ彼らの精神が柔軟なときに受け入れていた。勿論毎日
与えられた教育は特に世俗的憧格のものではあったが，寺院では若い武士たち
に最小限の信仰と順良な精神態度をも教え込もうとした。これは直接的な戒律
のかたちではなく，寺院のもつ精神的雰囲気のなかで自然に行われたのである。
このように戦士と仏教の規律との閻に創り出された関係は影響力を保ちつづけ，
その戦士の生涯に影響したのみならず，彼らの主要な行動原理を形成した。平
泉がここで述べなかった一つの点を付加しよう。それは仏教の禅の教義が武士
の職業生活，すべての戦闘生活に深い影響を与えていたことであ孔これはキ
リスト教の教育が騎士に影響を与えなかったのと対照的である。禅は，キリス
ト教が騎士に洗礼をほどこした以上の力を発揮したのであり，個人的又は集団
的戦闘方法を創造するのに貢献した。更に禅の訓練により戦士は敵の秘密の意
図を察知することができ，大きな集中力により敵に勝つことができた。さらに
戦士たちは剣の取扱いや目前の危険にさらされた場合には勇気をもって撤退す
る方法をも学んだ。かくして日本の剣による藪闘や戦略はその多くを禅の精神
により完成させた。
　最後の章で平泉は，大寺院が自己の勢力自体によりどの様に，崩壊を始めた
かを述べる。寺院は，封建社会以前から，自己の軍備を継承し，そして封建時
代の初期においてはそれを増加させ，戦乱時には並はずれた軍備をもつにい
たった｛8）。ユ46ト77年の戦乱ののち，軍備に頼ることのできる人は誰でも完全
な破壊をさけるためにしか，それに頼るべきではないことを悟った。日本を
襲った社会的混乱は多くの寺院を被壊し，彼らの土地支配権を排除した。その
なかでこの混乱をのりきるだけの勢力をもっていた寺院は，徹底的に武装し，
戦争文化を育み，さらには封建領主にまで教育を施した。これらの寺院は，剣
を手にして，戦士の襲撃に対抗し，農民集団に反撃した。主導権争いをしてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　165
　166　　　　　　　　　　　　　早稲田商学第357号
る封建領主の戦いに介入し，封建日本の統一を目指して戦っている君主たちの
敵となった。これらの君主たちは，統一の路上に横たわるすべての障害物を取
り除かなければならなかったからである。これらの君主のうちある者一一例え
ば信長や秀吉は一は，新時代にあらわれた全く合理的で実践的な生活の新概
念による一種の懐疑論を代表した人物であり，伝統的な宗教の外皮に対する強
い謙悪感を示した。1571年に信長は比叡山に焼打ちをかけ，数千人の宗教関係
者を虐殺しれ根来，高野，日光などの寺院も，信長の後継者秀吉によって同
様の運命をたどった。こののち，秀吉と封建君主たちは，ふたたびこれらの寺
院やその他の施設の保護者となったが，それは彼らに仏教施設が封建君主の下
位にあることを十分に認識させたからである。寺院はその所有地を減少させら
れ，より強い従属関係を強いられた。そのなかで，寺院は少しづつ旧来の生活
を取り戻した。だが地域社会のエネルギーは，破壊しつくされなかった。また
信長や秀吉は，自由商業や自由流通の守護者の如きふるまいをして，関税や関
所を廃止し，寺院権力から都市や市場を解放した｛9〕。また職人や商人たちが宗
教的轟絆を脱して，彼ら自身の手で自己の利益を守ることが可能となった。勿
論経済生活のみが寺院の独占を打破した唯一の勢力ではない。教育や文学も同
様な役割を演じた。教育や文学は仏教の影響下から儒教のそれへと変化した。
儒教文化においては，統一と平和がもっとも基本的教義であり，それはまさに
時代の要請を反映していた。このおどろくべき自由化は，基本的にほユ570年以
降の世代によって完成されたω。
　以上平泉の提起した問題のいくつかはすでに先学により明らかにされたこと
である。平泉の利点は，多くの史料を引用し，より広範な見取り図を提示した
ことである。多分人々はこのように描かれた時代の背後にある社会的勢力とそ
の法則（Les　forces　et　lois　sociales）をよりよく理解したいと思ったであろう。
また読者は，平泉の文章のなかで示される，定義づけのむずかしいやや漢然と
した表現を残念に思ったであろう。彼の研究には主観主義の過信（excξs　de
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subjectivisme）がみられるが，それでも過去の著作に比べると少なくなってお
り，さらに将来その主観主義は消失することが期待されよう。
＊　　　　＊　　　　　＊
細川亀市の著作一一仏教寺院の経済史に関する第一巻一一は，より広範な視
覚をもつo加。この著作が有益なのは間違いないが，その方法論は平泉のそれと
異なり，批判されるべき点がある。文献目録は豊富で感謝に値する。だが実現
のため史料が引用される蒔には，証明するにはあまりにも史料引用が少数であ
り，場合によっては，全く別のことを示す引用史料もある。真正の研究書の実
証なのか，歴史教科書のマニュアルなのか判断に苦しむ場合も多い。従って，
解釈が引用史料と明確にことなっている場合を除き，読者は本書を読みながら
たえず疑問をいだくことになる。もしこのように史料の解釈がしばしば誤って
いたとするならば，その誤りは部分的には著者が同一タイプの史料全体の処理
に不慣れのため史料分析が不十分なことに由来する。そしてこの不幸な傾向は，
残念なことに，細11の文章が殆んど漢字ばかりという文章のスタイルによって
さらに悪化される。1931年の『社会経済史年報』ですでにふれたよう
に（1a，竹越の経済史と同様，この表現方法の問題は，不注意で場合によっては，
誇張した表現をもたらす。そして書物の大部分を特徴づけることとなる精確な
定義の欠如という欠点を示す。さらに残念なことに，この著者は制度史と比較
経済史の両者についての教養を欠如している。大部分の問題が根本的に分析さ
れていない。例えば，所有権（la　propriξtξ），占有権（la　possession），領主権
（les　droits　seign㎝riaux　et　domaniaux），封建的従属関係（1a　t㎝ure）の問題の
分析が不十分である。他の間題は全く分析されていない。例えば，農業的実践
と経済制度との関係，耕作地の拡大と人口移動との関係，宗教団体により採用
された行動方針の根本的社会的理由などについては全く触れられていない。細
川は自己の選択した分析テーマについて，いくつかの漠然としたアイディアで
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処理しようとしている。彼の注意を引くのは歴史のもっとも基礎的な側面であ
り，そのため結論は簡略なものとなり，他の研究者の分析視覚を乱暴に批判す
ることとなる。だが，輸郭がもっとも大きい間題が，常に最も重要な間題とい
うわけではない。分析の精密さという質の問題こそが一この点本書に欠けて
いるのだが一それらの資質を所有している歴史家たちがしばしば基本的な発
見を行うことを助けるのである。
　このような欠点の裏返しにある利点は，真の体系を確立しようとする努力で
ある。平泉は，その史料の教えるところのもので満足する。細J1lは，史料とと
もに，場合によっては史料抜きで体系を建設しようとする。彼らはお互いに以
下の諸点を討論する。仏教寺院の広大な土地所領の起源と発展，この所領の法
律的性格（実質的権利，財政的，行政的特権），荘住民の諸権利（著者細11は
この権利を私領という用語が示すものと同一のものと考える），耕作のための
所領（作），小作人の年貢負担（細川は不幸にして地代と租税の原員頸を無視す
る），農民の跳散，寺院権力の急激な衰退（細11は平泉よりはるかに狭い範囲
でこの問題を扱っている）03，日本経済史に占める寺院所領の比重の一般的評
価（そしてここで細川は，寺院諸制度が提供した貢献については，一言の言及
もしない。その貢献なしには，日本の文明は大きな遅れをこうむったはずであ
る）。以上が両学究がともに検討した点である。このように仏教制度は，堂々
としたものであり，創造的な力を欠如してはいない。だがそれを加］二する建築
家は，あまりにもそれを粗雑に観察している。
　以上のことは，細』llが主要な点に何ら焦点をあてていないと主張する事では
ない。だが，仏教の寺院が封建時代の初期以来，真の領主的位置に逢し，その
所領権をこえるような公的権力を発揮していたとしても，この観察自体は，勿
論正当ではあるが細川の考えるほど新しいものではない。細川は農奴
（SerVage）についての諸考察，一これはドグマや多くのあやまった意味によ
りすべて不成功におわっているが一や身分関係の一大原則を発見しようとす
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る称賛すべき努力を示している。ヨーロッパの平民あるいは農民，また農奴と
日本のそれとの比較研究は，細川のテーゼを改善するのに大いに役立つだろう。
そしてそこにのみ，この有益な書物の利点のいくつかの長所がある。細川は大
変広大な研究領域を設定した。健康とエネルギーが，この英雄的試みを支え続
けるよう祈念したい。
＊　　　　　＊　　　　　＊
　このように平泉と細川により研究された，仏教の日本の社会と経済に対する
影響は，その後多様な視点から分析された。ここで，その主要なものいくつか
について言及する。
　魚澄は，そのすぐれた論文において，奈良の都市としての起源を検討する幽。
封建時代以前から，日本の中央部にある大和の国全体に分散していた一大所領
は奈良の興福寺によって所有されていた。この興福寺は，権勢を誇っていた藤
原家の聖所春日神社と同盟関係をもっていた。ここでは，僧侶や神道の神官た
ちが農民たちと居住しており，地方政府から全く独立した地方武士階級の発展
をもたらした。封建時代の開始期に，鎌倉幕府（1183－1333）は，大和の国全
体に対して自家の家臣の地方官が足を踏み入れることのできない不輸不入地
（me　territoire　imm㎜iSte）的な性格を与えることを余儀なくされた。仏教およ
び神道の諸制度の繁栄自体の結果，彼らの建造物は戦争や火災による破壊に直
面することとなった。だが毎回，宗教施設は灰燵のなかからよみがえったので
ある。15世紀の内乱の時代に，農民は数回蜂起した。戦士たちは，その時まで
発揮されていた興福寺の保護的権力の衰退を目前にして，独立の風潮になじみ，
その領地を獲得した。他方この時代を通じて，奈良においては，ギルド組織と
しての座が寺院の周辺に発展し，寺院に税を献上し，寺院の支配に服従してい
た。ここでも同様に，保護者の権力が弱体化するにつれ，益々多数となってき
た新参者たちは，かつては自分たちの所有物でなかった土地の上に定着し始め
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た。寺院の座を構成していた職人や商人たちが今度は全く独立して自らの職業
を営み始めた。移住者が急増し，奈良が近代的都市としての様相を示し始めた。
この新しい奈良は，興福寺と春日神社という二つの宗教中心地の密集人口地帯
を，彼らの製品や商晶に対する一大市場とみなしていた。
　もうひとつの大きな寺院，園城寺は，京都近郊にあり三井寺という名前でも
知られているが、この寺については，30人の学者を動員して7世紀の創設以来
の歴史に関する研究書が公刊されている蝸。この寺にも，近隣の神道神社が密
接な関係をもっていた。封建家族とこれらの宗教機関との関係について三つの
研究が存在する。中村氏は，源氏の最初の領主とこの三井寺とが共通の利益を
守るため結合した方法について分析する。7世紀以降，源氏は寺院領にとって
有益なものとなり，山伏と呼ばれる寺院の巡回僧侶に対して援助を与えるよう
になる。この山伏は一神道の先達と同様に一たえず寺院と信者の間を巡回
し，全国の情報伝達ルートにとって，決定的に重要な要素を形成する。この
人々に対して，源氏はもっとも大きな影響力を発揮した。源氏という一大軍事
集団との協力が，1180年に源氏のライバル平家による寺院の破壊をひきおこし
た。だが源氏が1185年頃最初の将軍制を創造したとき，その保護と自由とが園
城寺に再繁栄をもたらした。園城寺は最初，比叡山よりもはるかに大きな寺院
のひとつの末寺であった。だがこの二つの寺院の間に，激しい競争があった。
魚澄は，その後この園城寺と足利将軍（1336－1517）との聞に形成された緊密
な協力関係を研究したが，この足利家も源氏の一派であった。浅野長武は，さ
らに後の時期の研究を意図する。封建領主による戦争にまきこまれ，園城寺は
ユ552年にふたたび火災にみまわれる。次いで秀吉（1582－98）は残された建物
を破壊し，財産を没収する。だがその遺言に従がい，秀吉の後継者たちは，没
収した領地のいくつかを寺院に返却し，かつての寺院の少なくとも一部の再建
を許すのである。そして，この土地はのちに徳川将軍（1600－1867）の支持基
盤となり，徳川は源氏の末蕎であることを説明しようとする。
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　平泉の恩師でもある辻は，東京帝国大学史料編纂所の所長を務めた。辻は既
述の『日本佛教史之研究』の第二巻でこのテーマにつき3本の論文を発表して
いる㈹。そこで辻は，封建時代末期に，仏教の影響力が衰退したことを指摘し，
史料分析によりその原因を説明する。彼は仏教の改革二宗派，浄土宗と日蓬宗
が，足利将軍時代にいかに巧みに朝廷に取り入るのに成功したかを示している。
これらの改革二宗派は，比叡山，三井寺および高野山によって代表される儀式
化し貴族化した仏教に対する反発として誕生したものであったことをここで想
起すべきである。迫害があったにもかかわらず，この二つの宗派は，戦士や農
民階級に急遠に強い影響力を及ぼし始めた。その後の京都の貴族グループヘの
接近は，その威信を増大させたが，畏衆宗教としての性格は弱まってきた。か
つては仏教の新旧宗派により発揮されていた影響力が足利時代に衰退してきた
諸要1因を検討したのちに，辻はそれを「精神力の弱体化」（㎜a逝aib1issment
de1eur　forces　spirituelles）に求めた。その証拠としては，日蓬宗や浄土真宗の
信者たちの武装蜂起，寺院で展開された放蕩，仏教高官たちの物品売買，刷子
や譲渡低当の出現があげられる。これらの行動は，禅宗やその他の宗派の僧侶
に莫大な富をもたらした。
　他方では，当初禅宗の僧侶により嗜まれていた儒教が少しづつ神道自体にも
影響を与え始め，最終的には世俗教養人の心をとらえた。この進展自体はよく
知られている。だが辻は，新視点を打ち出す。多くの儒者たちと神道の神官た
ちが，その濃淡に差はあるとはいえ，真の反仏教連合を形成しようとしたとい
う点である。絵画や彫刻は殆んど完全に仏教の影響から逃げきる。そして民衆
は次第にもっとも堕落した僧侶を軽蔑し憎悪するようになる。
　辻はその研究を徳川時代（1600－！867）にまでひろげる。徳川時代は長期の
戦乱期ののち到来した時代で，ここでは厳密な法制度のもとで平和が維持され
ていた。この時，、仏教は将軍によって日本に課された公式文化のなかの溺死者
のごときものであった。人々は仏教の新教理を好まなくなり，自由な研究は阻
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害された。仏教のもつ知的能力のすべてが，さしたる重要性をもたない宗派間
の論争にむけられたり，宗派の使徒を守るためだけに浪費された。支配的領主
との協力という旧くからある願望は，すでに封建時代以前から仏教の世俗化を
もたらしていた。そして，16世紀には，封建家族との緊密な関係のなかでもっ
とも強力な寺院の廃止への第一歩が始まっていた。これは徳川時代に，新しい
側面をみせ，宗教団体側が将軍や大名の保護を求め始める。彼らは将軍などの
支配を受け入れ，忠誠を誓い，その代償に自己の存在を認めさせようとする。
大封建領主の子弟たちは，寺院に学徒としてではなく僧侶として居住する。そ
れはすでに12世紀に朝廷貴族が実践していたことと同じである。そこから宗教
関係者の心理に対して貴族的な刻印がおされることになる。そして仏陀の信奉
者の問に階層的序列化が生じる。このような厳密な秩序をいたるところに確立
しようとする配慮は，他方では，ひとつのシステムの確立を導く。このシステ
ムは，多かれ少なかれ厳格であり，大寺院に対する小寺院の従属を結果する。
この主要寺院（本）とその末寺（末）との区別よりなり立つ組織は古来からの
遺産であった。だがこれは徳川時代に中央に存在するいくつかの大寺院に有利
な形態へと完成される。この組織は，全国の封建領土を通じて支配網を拡張し，
地方レベルでは第2次的的階層が，その組織を支えるため形成される。日本で
は常に複数の宗派による階層制が並行して存在したことを付加しておかなくて
はならない。仏教寺院が，全国統一権力により完全に統一化されることは決し
て目撃されなかった。これに対して西ゴート帝国のスペインでは，アリウス派
キリスト教が西洋カトリックの広大な国際的階層は言うにおよばず，より広範
な統一的組織をつくりだしていた。もし日本でも，このような仏教の統一組織
が形成されていたとするならば，日本中世史はどんなにか異なっていたのであ
ろうか？　僧侶の快適な生活は，少しでも思慮のある世俗人にとっては，もは
や尊敬に値するものではない。彼らは寺院のもつ諸制度を無害の残存物とみな
してその存在を黙認したにすぎない。
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＊　　　　　＊　　　　　＊
　封建制の最後の時代，徳川期に衰退していった寺院領の好例は，中川奥之助
の研究によって示される吻。これは京都の禅寺照国寺に関する論文である。足
利将軍が封建領主としての栄葦をきわめていた138孝一92年に建造された照国寺
はやがて京都のどの寺社よりも重要となる。1394年に火災で破壊されるが，た
だちにその繁栄をとり戻す。だが1467年以降の戦乱と建物の大部分の破壊とが
寺院それ白体を壊滅させた。再建には長い時間がかかった。そして足利氏の衰
退や権力の喪失が発生した。秀吉（1582－98），秀頼（1598－1600）および家
康（160ト1616）は，この寺院に様々の領土を与え，寺院は最終的に再建され
た。その寺領は，徳川時代には首都の中心から若干離れたところの村落から
なっており約800人の百姓が生産する1，762石（およそ3，150ヘクト・リットル）
の米を年貢として献上していた。この牢貢は，照国寺の一年の生活を支え，さ
らに40近いその付属施設の人々の生活を保持するに足りるものだった。この付
属施設は，寺本体の周囲に発展してきたものであった。これは領地に支配権を
発揮し，将軍の上級権力のもとで，行政，司法，財政権を発揮していた寺領の
グループの事例である。2勢力は同程度の大きさの封建領主の権力と全く同等
のものであった。諸負担は，次々と下位の組織に課されていった。村落は申央
政権が地方の調停者の申から選んで任命した代表者などにより管理された。し
ばしば，これらの役人は世襲制下におかれた。この平和な時代には，僧侶のも
つ軍事力は遠い過去の記憶にすぎなくなった。
　この同じ時期，日本全土で約600の農民による一撲の発生が知られている。
その主要な理由は年貢が苛酷だったことである。1868年に封建制が廃止され，
数年をへずして天皇による直接統治方式が再建された。農民は，」新時代の要求
に自己を適用させるのに困難を感じた。新時代の要求は，突然農民に負担の重
さを意識させたのである。全国で農民一撲がおきた。黒正は，1868－77年にか
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けて，およそ150の蜂起があったとする㈱。そのうち少なくとも七つは，多少
とも宗教的色彩を帯びたものであった。不満の原因は，場合によっては旧来の
信仰制度の突然の激変から生じたものであり，また場合によっては，キリスト
教徒にも同等の信仰権を与えたことに由来する。またこれら騒動の起源は，迷
信や単なる誤解によるものでもある。またあまりにも急激な変化により引きお
こされた単なるトラブルもあった㈹。
＊　　　　　＊　　　　　＊
　次に神道に目を移そう。過去数年問において神道の経済的，社会的側面に関
係した著作として，まず宮地直一の著作諏訪神社の研究に言及しなければなら
ない陰o。この大作は，著者にとっても諏訪神社のある信州にとっても名誉のも
のである。日本の中世文化の申心から遠く離れた諏訪地方に既述の仏教大寺院
と同様な運命が展開する。精力的な農氏と戦士の住む信濃の国の山岳地帯に，
二つの諏訪神社が存在する。その影響力は，この小さな国境をこえて，全国各
地にひろがる。第1巻において，宮地は封建社会以前の時期（1185）にまで筆
を進めたにすぎない。だが，その索引において，この神社の重要な宮司の家族
の系図は，封建時代中頃まで遣跡されている。殆んど知られることのなかった
史料を研究し，批判精神と魅力とが調和した文体により，宮地は，以下の諸点
を叙述する。即ち，信濃の風土記，住民の原始信仰，諏訪神社の誕生と発展，
そしてこの神社の一般の神社と共通ではあるが，他方では地方的特徴をもった
進化形態を分析する。そして仏教の影響に対して一種の親和性をもっていると
結論づける。極めて興味深いひとつの章が，神社領の歴史と，神社領が京都の
貴族や源氏および平家の大軍事家族とむすんだ関係の歴史を分析する。真に魅
力的なこの報告は，他のどんな研究よりも巧みに，大宗教領の発展過程を，非
常に小さなものであった発生時点から浮彫りにする。そして日本国家全体の進
化のなかで，神社の領地の点でも，そこに生活する人々の点でも豊富な大制度
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となってきた諏訪神社の成長過程を明らかにする。この過程はまさに，日本国
民が原始的農業生活から，少しづつ封建化された社会制度へと移行しつつあっ
た時期に対応する刎。
＊　　　　　＊　　　　　＊
　この考察をおえるにあたり，従来分析が不十分で今後研究が進められるべき
諸点をここで指摘しておく必要があろう。
　まず神道については，我々が仏教についてこのあと述べていく考察の大部分
と同じ点を指摘することができる。またこの二つの宗教は，その信者たちを共
有しており，緊密な協力関係が二つの制度間にはみられた。だが我々は特に，
多数の神道神社についてのより精確な研究を必要とする。宮地が幸運にも切り
拓いた研究方向が追求されなければならない。この著者は，民衆の原始信仰と
いう未開拓の研究領域に自分自身の進むべき道を切り關いた。この方向にこそ
聞違いなく，神道の信仰に対してのみならず，神適と地方の住民との接触に対
して深い働きかけをしたひとつの作用の影響力をみいだしうるのである。神道
はそれ自身原始信仰に立脚し，常にその信者たちにかなり粗雑な宗教的習慣を
許し，それに万全の共感をおぼえてきた。
　仏教についてみると，本稿は，その原始的歴史一6世紀の日本への導入か
ら8世紀末までの時期一がまだ十分に研究されてこなかったことを確認した。
改革者たちが8世紀初頭に申国から導入した国家主導の仏教伝道の原則は，既
にそのとき1世紀以上の歴史をもつ仏教の諾制度にどのような影響を与えたの
であろうか。仏教の戒律やその世俗からの離脱的生活方法および根本的個人主
義思想が，どのような問接的方法により，絶対的君主権の神格化思想と妥協す
ることができたのであろうか。我々は，改革者たちが勇敢にも，その申央集権
の一般釣原則を適用しようとしたことを知っている。彼らは，様々な方法で誕
生したばかりの寺院を公的監視のもとのきちんと定義されたひとつのシステム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　175
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のなかに押し込もうとした。彼らは寺院を国家のなかの新しい契約関係とみな
した。全国の各地方には寺院や尼寺をつくり，公的組織のなかに民問施設をも
組み込んだのである。だが我々は，本稿で検討してきた諸制度が，日本のこの
時代の前後の歴史と比較され，また他国のそれと比較されることを望むのであ
る。仏教を国家への奉仕物に転化させようとするこのような試みは，あらゆる
宗教のもつ当然の傾向により失敗する。その傾向とは，宗教のもつ信仰とは，
個人的信念のなかにあり，公権力の支持よりはむしろ個人の私的保護のなかで
成長するという傾向である。仏教を国家の奉仕物へと転化させようとするこれ
らの試みはまた幕府の認めた寺院の貧弱な所得に対して，寺院自身がみづから
獲得した土地財産をつけ加えていこうとする努力とも対立することになる。少
なくともこのことは，我々が垣問見た問題である。この傾向をより精密に分析
する必要があろう。既述のこの傾向が，後代までも続くものなのかどうか，ま
だこの点は何ら明らかにされていない。問題は，平安時代（9－12世紀）初頭
以前にその傾向がどの程度までみられたか，またどのような特別な方法であら
われたのか，を明らかにすることである。
　その後の時期一その最後の時代は前封建期の名で通常知られているが一
における複雑な発展過程は活発な研究対象となってきた。この点が碩学たちの
注意を将来も引きつけ続けるだろう。この問題の複雑さは，非常に多様化した
かたちで，魅力的な研究テーマを提供することになる。だがそのうちのいくつ
かの問題の研究は極めて困難である。比較的研究が容易なのは，吉文書にもと
づき，寺院領の進化と寺院領と私的戦士の出現との関係を分析することである。
だが荘全体の発展史のなかで寺院所有の荘が占める法律的および経済的位置を
正確に確定するためには，比較制度史に通暁した特別の分析能力が必要である。
この能力はまた荘のなかの物権の極端な多用性と住民に対するその根本的影響
力を分析するためにも必要とされる。あまりにも多くのことが解明されなけれ
ばならない。というのは真に理解されているのは，ごくわずかのことだからで
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ある。
　封建時代において，特に源氏の将軍と執権北条期においては一12世紀の末
期から14世紀の初期にかけてだが一荘の内部の物権はさらにいっそう分化す
る。既に強固に確立されていた不輸特権（immn雌丘SCa1e）および誕生したば
かりの政治的な独立権（imm㎜itεpo1itique）の両者が封建体制の行為のもとで
相互に複雑さを増す。ここに細密で鋭い分析の素材がある。
　国内戦乱の折一14－16世紀一多くの宗教制度が最終的に領主制度を生み
出した。宗教制度は，その所領に対して，全面的に公法上の権利を発揮するこ
とができた。だがその後は，我々がみてきたように，世俗領主の物質的な支配
力がその精神的影響力に打撃を与えることとなった。また彼らに世俗権力の一
般的敵意を引きつけ，最終的には彼らをして封建領主の強い圧力により廃止を
余儀なくさせるほどであった。このような進化の中間段階を十分学聞的に解明
するためには一あえて言えば宗教所領の具体的機能をすべての側面から分析
することとなるが一さらに多くの研究が必要とされる。だが，現在のところ
特に不明確な点は，初期段階，即ち鎌倉末期から南北朝の内乱の初期にいたる
までの領主制形成の最初のプロセスである。我々は古代の荘と後代の領主制と
をむすぶ関係を解明すべきであろう。また公法上の権利を領主が入手していく
過程，領主制が領民の経済社会生活に対して与えた影響をも研究する必要があ
る。この領域を研究したい人々は，制度史家に比較すると，研究上より多くの
困難に遭遇するであろう。
　徳川時代および1868年以降の宗教制度が日本社会に占めた地位については，
研究はより容易だと思われる。史料は豊富で，分析はより容易であり問題自体
もより単純である。ここで必要とされるのは，歴史変動の隠された力を明らか
にしたいという訓練された精神よりも，研究における多くの勤勉さとテーマに
対する合理的な専門的視点である。この分野では，あらゆる点からみて研究が
比較的確実な方向をみずからみいだし，より一層豊かな成果を生むことを期待
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注11）本稿を掲載するにあたり，『年報』誌は，東洋学研究者のみならず，本誌の一般購読者に対し
　　て，本誌は，極めて重要でより一般的関心を引く日本の歴史家の研究成果を紹介する，例外的な
　　ヨーロッパの雑誌であることをあらためてここに宣言しておきたい。前回の日本経済史の研究成
　　果の紹介については，本誌三巻（1931）454頁以降を参照されたい。日本語表記の書きかえにつ
　　いては，朝河の表記法を尊重し英語による表記とした。例えばuはフランス語のouと同一の発
　　音となり，鼻母音は鼻音化することなく正常の発音となる（綴集者〕咄
　（2）辻善之助撰『日本佛教史之研究』第二巻，東京，1931。
　（3〕大屋徳城撰『日本佛教史の研究』第二巻，1930。
　　　本書のタイトルは葡注文猷と同一である晒
　14〕圭室諦成r平安朝末等院の社会史的考察」（『史学雑誌』一月号，1932年〕喧
　15〕平泉澄撰　『中世における社寺と社会との関係』東京，1926。および同氏撰伸世における精
　　神生活』、『わが歴史観』を参照。両書とも1926年至文堂刊。
　（6）牧野信之助　「中性末における寺内町の発達」（『史挙雑誌』第41編第10号）東京，ユ930。
　　　本書は仏教（真宗〕の影響のもとでユ6世紀から17世紀初頭にかけて発展した吉崎，山科，大阪
　　について分析している。信者たちはこれらの町に定住すると，最初から自分たちの保護と将来の
　　繁栄の手段を講じた鉋彼らは僧侶の専燭居住区の傍に商工業者の街区をつくり，それらすべてを
　　戸口や水路を備えた壁で包囲したのである。
ω　近年御師について以下の研究がみられる。Y・ナカニシ「伊勢における御師癸生の経路」（『歴
　　史地劃ユ929，ユ930〕。三上左明「中世に於ける伊勢並に熊野道者に就いて」（『歴史地理』ユ93ユ
　　年7月号〕。他し，Y・ナカニシの論文は，該当の雑誌にみいだすことができない。訳者。〕
　18〕日本での萄建制は通常1ユ85隼がその出発点と考えられている。この隼頼朝が朝廷から，自己の
　　家臣に対して家臣が公法上の法理にもとづき，支配区域内および個人的領地内において，治安と
　　租税に関する権限を発揮する権利を与えられたむかくして，個別の領主に個人的に従属していた
　　家臣団が公的機能を担うようになった。だがこのような封建制成立の画期は，それ以前の3－4
　　世紀の歴吏を経過したのちに成立したものにすぎず，日本では封建的諸関係は極めて緩慢に形成
　　されてきた。1185隼頃から關始し，14世紀の初隼まで続いた最初の封建時代においては，最高封
　　建君主は現在の東京の南方の鎌倉に住んでいた。その後蛍建日本は内乱にみまわれ、戦乱は益々
　　苛酷となり、16世紀には国内の無秩序状態は頂点に達した。この不幸な時代のあと，突然強力な
　　封建制度の時代が到来する。徳川将軍の時代（ユ60トユ867年）である。（日本封建制の詳細につ
　　いては，M『Asakawa，F㎝da1jsme　Oapm），E岬肋畑伽ψ∫。。刎∫α舳曲を参駄M，B．）凸
　19〕三補周行「信長，秀吉の都市政策」（『歴史地理』ユ930年1月）。
　l1O　だが封建領主階級による儒学研究に関する文化活動は，徳川将軍のもとで1600年以降開始され
　　たにすぎない。
　⑪　細川亀市著『日本寺院経済史論j第一巻，『中世寺領の研究」東京，1930。
　‘I2　K－Asakawヨ，un皇hlstoir虐ξconom1que　dl』Japon　et〇一、dan斗月閉舳1｛∫4”蝸丘伽他Eむo榊榊榊埋2f
　　∫oo－o』畠，肪棚工『エpp　454－460，　ユ93ユ
　03　この点については，三滴教授による重要な論文がある。この論文は1467－77年の戦争に引き続
　　いて團内におきた反動的運動を分析したものである。即ち，「応仁の乱後の反動運動」（『史林』
　　ユ920年）がそれである埴最近逝去したこのすぐれた歴史家は，若き将軍足利義満が，いくつかの
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　宗教団体や領主たちから自己を守るため仕かけた不幸な戴舌Lについて記述している。将軍側の失
　敗が，おそろしい載乱を引きおこし将軍制の非力さを自日のもとにさらし，臼本全体を長期にわ
　たる戦乱と昆衆の不満の爆発の時代へと投げ込んだのである。この二つの混乱が，急遼かつ悲劇
　的に，寺院の生活を麻揮させることとなった。
04　魚澄惣五郎「中世の奈良」，（『史掌研究』第二巻第三号1931年4月）。
㈱　咽城寺之研究」京都，1931隼竈
㈹　辻教授の研究については，前出注12惨照。
（1カ　中Jl1與之助「相國寺領の研究」（『経済史研究』第4，5号ユ930年。2月，3月）。
虹8黒正巌「明治初年の宗教的農民一撲」．（『史林』1930）。
㈱伊違光美撰『日本宗教制度史料類聚考』1929，東京。伊違光美著『日本寺院法論』1930，東京凸
　　多くの将来を約東されていた伊達光美の天逝に哀悼の意を表する。その短かい生涯の間に伊達
　は，勤勉な努力により二冊の著作となる史料を著積した。彼の死後友人たちは，その残された
　ノートを頼りに上記の二冊の本を刊行した。第一の書物は、宗教制度の法律的側面に関する通史
　であり，条文や参照項目が有益である。第二の書物は，本来ならば仏教寺院に関する法律の現状
　と改革案についての批判酌コメントを付した概論のかたちをとるべきものであったが，実際は仏
　教の制度的側面についての多少とも体系だった実態紹介となっている。近代合理主義の視点から
　みると本書の付録のなかの，最近数年聞の司法上の決定の収録が便利かつ有益であるのがわかる。
　仏教のみならず神道に関する史料をも含んでいる。
吃◎　富地直一「諏訪神社の研究」（『諏訪史』第二巻所収，東京，1931）。
刎　神社についての三上左明のすぐれた二研究をここに引用しておく必要がある。ひとつは「神明
　社に就いての一考察」である。この研究は，日本の神道でもっとも重要な伊勢神杜の全国各地方
　支社の拡張過程を分析している。そしてこの拡張自体によって得られた神社所領の増加をも叙述
　しているのである。もう一つの業績「大庭御厨の研究」は，封建社会成立の直前の時期に，相模
　の国の神社領大庭御厨を，その後の大部分の将軍の先祖となった源氏へと結びつけたところの緊
　密な紐帯を分析している。（『歴史地理』第55巻4号，1930）。
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